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１．はじめに 

昨今、食の安全・安心がますます強く求められ

るようになっており、当センターにも食品の安全

性についての相談が多く寄せられています。中で

もカビなどの微生物による食品汚染が発生してし

まったという相談は少なくありません。 

そのような場合に、当センターでは顕微鏡によ

る形態観察と同時に、菌種の同定（汚染微生物の

種類を厳密に決定すること）を行うことも可能で

す。菌種の同定を行えば、微生物の病原性の有無

を判別したり、汚染原因の解明や製造工程の改善

に役立てることができます。さらに出荷後の商品

に微生物汚染が発生してしまうなどのトラブルが

起きた際には、菌種を同定すれば信頼性が高いデ

ータとしてお客様への説明に利用することができ

ます。従来の微生物同定法では顕微鏡による形態

観察を行ったり、菌体の生育条件などを調べたり

することが主流でしたが、それらの方法では熟練

した技術や長年の経験が必要であり、時間も数週

間かかっていました。当センターでは遺伝子解析

技術を用いて、より厳密な菌種の同定を最短２日

で行うことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．微生物同定の原理 

微生物中の全ての DNA 塩基配列を分析するの

は時間およびコストがかかり過ぎるため、リボソ 

ームと呼ばれる細胞内構造物をコードしている

DNA 塩基配列（カビや酵母などでは 26SrDNA、 

バクテリアでは 16SrDNA）に限定して解析を行

います。リボソームの DNA 塩基配列が解析に用

いられているのは、「全ての生物に共通して存在

する」、「遺伝子中に適度に保存されている領域

があって比較しやすい」、「情報量が他の遺伝子

よりも圧倒的に多い」という特徴があるためです。 

菌種の同定の手法は、以下のようになります

（図）。①まず菌体から染色体 DNA を抽出しま

す。②PCR(Polymerase Chain Reaction)反応に

より、目的の DNA 断片を増幅します。③増幅さ

れた DNA 断片を精製します。④DNA シークエ

ンサーを用いて塩基配列を解析します。⑤得られ

た DNA 断片の塩基配列を、日本 DNA データバ

ンク(http://www.ddbj.nig.ac.jp/)などのインター

ネット上のデータベースに照合して相同性検索を

行い、菌種を決定します。 

食品の汚染微生物についてのご相談がありました

ら、当センターにお気軽にお問い合わせください。 
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図 菌種の同定の手法（リボソーム DNA 塩基配列の解析） 

①菌体からDNAを抽出 ②PCR反応装置によ
り、DNA断片を増幅 

③DNA断片を精製 

⑤インターネット上の 
データベースと照合 

④DNAシークエンサーに
より塩基配列を解析 


